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◇ 皆様を歓迎します。本日の YC は礼拝後にオープンします！  

本日の豆：マンデリンブレンド 紅茶：アッサムティー（各￥100） 

◇ タウンニュース「心のエステ」2 月号が届いています。どなたもどうぞ。 

◇ 本日、ご不要のパソコン・タブレッド・携帯電話等を無料回収します。 

来週、社会福祉法人「愛の鈴」にお届けします。 

◇ 今年の年間聖句入り特大ポスターを特価\200 で販売中!（定価\1,200） 

◇ 3/19 加藤一二三さん特別礼拝は、ご健康上の理由で中止となりました。 

◇ 教会の感染防止対策に今後ともご協力をお願いします。 

◇ 礼拝献金、什一献金等は、受付前の木製献金箱をご利用ください。 

□  本日の予定 10:30「キッズチャーチ」4F 集合 

11:45～12:15「執事会」5F  14:15「聖書入門講座」5F 

□   今週の予定  木曜 10:30～「オープン祈祷会」4F   「牧師面談」5F 

土曜 13:30～14:00「礼拝堂お掃除」  

 

 

 

 

 

               「1 億 2,550 万人の私」 
 

「数字で見る横浜市会」というタイトルで、横浜市の各家庭

に配布される「ヨコハマ議会だより」にこんな記事があった。 
 

377 万人の声が集まる場所・一人の議員は 43,883 人の

「私」。議員一人あたりの市民の数は、全国 815 市区で最

多。多くの市民の想いを背負って議論に臨んでいます。議会

は市民と行政を繋ぐ「架け橋」のような存在です。 
 

この「一人の議員は 43,883 人の私」という表現の中に素晴らしいメッセー

ジが秘められていると思った。横浜市の人口を条例で定められている横浜市議

員数 86 で割ると、一人当たりの議員が 43,883 人の「私」となる訳である。

議員と議会は、単なる市民に選ばれた市民全体の代表ではなく、多数派の意見

だけでなく小さな一人の声にも耳を傾ける、そんな姿勢を感じる。また、私達

市民も、政治を傍観する者ではなく、ひとりひとりが政治に参画することによ

って社会をより良く変えて行く責任ある当事者である、という事であろうか。 
 

聖書にも「私達はキリストに代わる使節」であって「神が私達を通して懇願し

ている」（2 コリント 5:20）とある。英語で「使節」は、議員どころか Ambassador

「大使」であって、私達も福音宣教という使命に直接神に選ばれた「神の国の

議員」である。更に、そんな私達こそが、天と地の「架け橋」であり、この国

「1 億 2,550 万人の私」として、神にとりなし、ひとりひとりに仕える思い

と覚悟なくして、委ねられたこの働きを全うすることはできないであろう。 
 

さあ、今年ももう残り 11 か月！神に選ばれ遣わされた 1 億 2,550 万人の

「私」なる福音の大使として、福音宣教に全力で臨もうではないか！ 
 

サムエル記第一  8:1-9 王を求める民

06 月  サムエル記第一  8:10-22 王の権利 

07 火  サムエル記第一  9:1-14 サウルの登場 

08 水  サムエル記第一  9:15-27 重要な人物であることの暗示 
09 木  サムエル記第一  10:1-16 油を注がれたサウル 

10 金  サムエル記第一  10:17-27 王を選ぶために集まった民 

サムエル記第一  11:1-15 兵を召集するサウル 

サムエル記第一  12:1-15 サムエルの自己弁論 

 司会：① 惣川宜靖 兄   ② 森屋邦夫 兄 

プレイズ 

黙祷/祈祷                          （司会者） 

主の祈り                            （起立） 

聖書     使徒行伝 16 章 11-15 節 （新約  p.208） 

誕生祝福  

メッセージ  神の指(Fingerprints of God)シリーズ 73 柴田順一 牧師 

        「ルデヤ」“A Woman Who Opened the Door” 

祈祷                             （会衆） 

頌栄      讃美歌 543「主イエスの恵みよ」      （起立） 

祝祷                           （牧師） 

 

ところが、テアテラ市の紫布の商人で、神を敬うルデヤという 

婦人が聞いていた。主は彼女の心を開いて、パウロの語ることに 

耳を傾けさせた。   使徒行伝 16 章 14 節 

 

 


